
 １月28日(金）に「生きる力を豊かに育てる学校教育の創造」を全体研究主題として，全体会での 
研究発表や８分科会での事例発表，研究協議等を行いました。県内外から, 340人ほどの教育関係者 
や保護者の参加を得て，充実した研究発表会となりました。 

 平成２２年度 調査研究発表会 

調査研究発表会の発表資料は，Ｗebサイトに掲載してありますので，御覧ください。 

○ 県下全体で，今何が教育課題で，どう取り組んでい  

 こうとするのかがはっきり分かる内容だった。 

○ 学び合いによる研修の充実を目指し，授業研究の様 

 様な手法を知ることができ勉強になった。模擬授業や 

 ワークショップ型の研修等を取り入れていきたい。  

○ 教科の枠を越えた言語活動の充実を図るために，具 

 体策が分かりやすく提示され，応用できると見通しを 

 もつことができた。 

○ 情報モラルの指導では，マナーや疑似体験の学習サ 

 イトがあることを知り，活用したいと思った。 

○ 教育相談における児童の実態把握の手段として「学 

 校楽（たの）シート」は参考になった。 

 

 

参
加
者
の
声 

分科会での事例発表・研究協議 

全 

体 

会 

研究 

概要 

 ○ 各課の研究主題，研究内容の概要 

 ○ プロジェクトによる研究１年目の取組紹介～「授業力を高める校内研修の進め方」～ 

研究 

発表 

【教科教育研修課】 各教科等の言語活動の充実を通して主体的に学習に取り組む態度を養うとともに，

         思考力・判断力・表現力等を育成する学習指導の在り方等  

【情報教育研修課】 体系的な情報モラルの指導の在り方や学校全体で取り組むための方策等 

【教育相談課】   実態を踏まえた自己指導能力の育成を目指す生徒指導の方策として，効果的な実    

         態把握の方法「学校楽（たの）シート」，年間指導計画の工夫等 

分科会  ○ ８分科会別研究発表  ○ 研究協力員の事例発表 

 右の表のよう
な内容で発表し
ました。 



短期研修講座 

土 曜 講 座 

 市町村立学校（園） 前期分：４月１日(金)～４月21日(木) 

           後期分：６月１日(水)～６月23日(木) 

 県・私立学校（園） 前期分：４月１日(金)～４月22日(金) 

           後期分：６月１日(水)～７月１日(金) 

 土曜日における研修を希望する教職員のニーズにこたえる
ために，希望研修講座（土曜講座）を実施します。 
 開設する時間は，午前（9:30～12:00）又は午後（13:30～
16:00）としていますが，設定する講座内容によっては終日
(9:30～16:00）の場合もあります。  

新 任 校 長 研 修 会 ５月10日(火）・11日（水） 

新 任 教 頭 研 修 会 ５月11日（水）～13日（金） 

経 験 者 教 頭 研 修 会 ６月７日（火）・８日（水） 

人 権 教 育 管 理 職 研 修 会 
６月９日（木）  

７月７日（木）［大島］，８月23日（火）［熊毛］ 

特別支援学級等新任担当教員研修会 
５月17日（火）・18日（水）［特別支援学級担任］ 

５月26日（木）・27日（金）［通級指導教室担当］ 

訪 問 教 育 等 担 当 教 員 研 修 会 ６月28日（火）・29日（水） 

高等学校，特別支援学校保健・保健体育担当者研修会 ６月29日（水） 

高等学校・特別支援学校養護教諭等研修会 ６月７日（火） 

短期研修講座申込期間 

フレッシュ研修 

（初任校研修：１年目研修） 

４月１日(金)，５月31日（火）～６月２日（木）［小・特］ 

６月１日（水）～３日（金）[中・高]，６月24日（金）［高・特］ 

11月15日（火）・16（水）［特］，11月24日（木）・25日（金）［高］ 

ステップアップ研修（5年経験者研修） ８月10日（水）［中・高・特］ 

パワーアップ研修（10年経験者研修） 
７月25日（月）～29日（金）［小・特］ 

８月１日（月）～５日（金）［中・高］ 

人権教育教職員等研修会 ７月８日（金）［大島］，８月11日（木） 

新規採用養護教諭研修 ４月１日(金），６月８日（水）～10日（金） 

８月23日（火）～26日（金），10月25日(火）～28日（金） 

新規採用栄養教諭研修 

養護教諭ステップアップ研修 ８月９日（火）～８月11日（木） 

養護教諭パワーアップ研修 
７月25日（月）～29日（金），８月16日（火）～18日（木） 

11月16日（水）・17日（木） 

栄養教諭パワーアップ研修 
７月25日（月）～29日（金），８月23日（火）～25日（木） 
11月16日（水）・17日（木） 

新規採用事務職員研修会 ５月11日（水）～13日（金） 

４・５年目事務職員研修会 ７月８日（金） 

幼稚園新規採用教員研修 
４月22日（金），６月８日（水），７月28日（木）・29日（金） 

８月23日（火）～26日（金），11月８日（火），１月20日（金） 

幼稚園10年経験者研修 ８月２日（火）～５日（金） 

  124講座（移動講座を含む）の詳細は，
「短期研修講座の案内」で御確認ください。 

平成23年度 

移動講座数が20講座増えます。 
  【43講座→63講座】   

   Webサイトでの申込みの際のパスワードに変更があります。情報
教育研修システムの更新に伴い， 
 「担当者用」を「申込用」，「管理者用」を「所属長用」 
と名称変更し，それぞれのパスワードを７桁にしました。  

  短期研修講座の受講者決定後，
受入れ可能な講座がある場合，学
校旅費による受講者募集を行いま
す。 

  各期ごとに，開設講

座をＷebサイトで紹介
しています。 

  
長期研修 

継続研修 
（高等学校情報教育継続研修） 

 教員としての資質を
高め,本県教育の充実･

発展に寄与する人材の
育成を図ります。 

 情報化に対応した情
報教育を推進するため
に，継続的・専門的に
研修を実施します。 

期間：１年間（４月～３月） 

平成23年度研修予定者：小・中・高・特の教員11人 

期間：年間19回（５月～２月の金曜日） 

平成23年度研修予定者：高等学校の教員11人 

《８月９日（火）》 

 《６月16日（木）》 

《８月12日（金）》 

いじめ対策 
１組 ６月22日(水)･23日(木) 
２組 10月６日(木)･７日(金) 

不登校対策 
１組 ６月14日(火)･15日(水) 

２組 ８月17日(水)･18日(木) 

問題行動対策 
１組 ７月５日(火)･６日(水) 
２組 10月18日(火)･19日(水) 

大島講座 ８月25日(木)･26日(金) 

生徒指導担当者対象 ８月22日(月)･23日(火) 

管理職対象 ６月28日(火)･29日(火)  

中学校免許外教科担任教員等研修会 
《５月17日（火）・18日（水）》 

長期研修中間発表会 

土曜講座 

 課題解決へ向け，
充実した研修を開設
しています。 
 是非，受講してみ
てください。 

い じ め 問 題 研 修 会 

園 長 等 運 営 管 理 協 議 会 

保 育 技 術 協 議 会 

心をひらく生徒指導力向上講座 

 臨時免許状
を取得してい
る教員も対象
となります！ 

継続研修開講式 

フレッシュ研修 

移動講座（徳之島） 

新任校長研修会 
特別支援学級等新任担当教員研修会 

経験年次別研修 

職 務 別 研 修 

課 題 研 修 

専 門 研 修 
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思
い 

（高等学校情報処理教育継続研修） 

 平成23年２月25日(金)に，平成22年度長期研修者11人が，200人余りの参加
者を前に，１年間の研究の成果を発表しました。 

 平成23年２月４日(金)に，情報処理教育継続研修者10人が，所員，学校関係
者参加のもと，年間を通して行った研修の成果を発表しました。 

コース 所      属 氏  名           研   究   テ   ー   マ 

情報 

技術 

吹 上 高 等 学 校 中 村 俊 悟 ＰＩＣを利用したＵＳＢオシロスコープの製作 

川内商工高等学校 栗 田 大 輔 赤外線人体感知センサを利用した照明器具の製作 

隼人工業高等学校 下 原 直 人 多機能デジタル時計の製作 

鹿屋工業高等学校 野 口   諭 デジタル温度計（超低温／超高温）の製作 

 

 

情報 

処理 

 

川内商工高等学校 島 田 聡 吾 マクロ・ＶＢＡを活用した成績一覧表の作成 

串良商業高等学校 井ノ上真太郎 データベースソフトを活用した「進路情報管理システム」 

鹿児島商業高等学校 福 宿 善 一 マクロ・ＶＢＡを活用した小テスト問題の作成 

出水商業高等学校 下田代ひとみ マクロ・ＶＢＡを活用した検定事務管理システムの作成 

国分中央高等学校 佐 藤 知 世 マクロ・ＶＢＡを活用した珠算用計算問題の作成 

情報 

総合 
岩 川 高 等 学 校 野 田 知 幸 インターネットを活用した情報発信とその運用について 

    継 続 研 修 者 の 声  
○ 普段やってみたいと思っていた自分の教 
 育課題に取り組むよい機会となった。今回 
 の研修内容を学校で更に深め，自分の教育 
 実践に生かしていきたい。所属校の理解と 
 支援の中で，本研修を終えることができ， 
 心から感謝している。 

   

 

  １月の情報教育研修システムの更新に伴い，県内のすべての学校から利用可能な
インターネットによるテレビ会議システム「Ｆ＠ｃｅネット（つらネット）」の運
用が始まりました。インターネットがつながるところであれば，同時に10地点まで
結んだ交流ができます。子ども同士の交流，職員間の交流等に是非テレビ会議を活
用してみてください。 
   ※ 利用に関する詳細は，Ｗebサイトにも掲載しております。      
          http://www.edu.pref.kagoshima.jp/ 

長期研修者の声 
 １年間恵まれた環境の中で研究に

取り組むことができた。貴重な経験

で，大きな財産となった。４月から

は研修の成果を還元し，一層の研究

と修養に努めていきたい。   

所      属   長期研修者 研究教科等 

１ 薩摩川内市立永利小学校 芝    智  史    国 語 

２ 姶 良 市 立 蒲 生 小 学 校 池 下 龍 郎 道徳教育 

３ 県 立 串 木 野 養 護 学 校 村 岡  綾   
特別支援 

教育(自立活動) 

４ 県立鹿児島中央高等学校 岩 切 義 弘  公 民 

５ 県立鹿児島工業高等学校 吉 元 貢 士  工 業 

６ 鹿 児 島 市 立 紫 原 小 学 校 安 藤  忍 道徳教育 

７ 南 九 州 市 立 松 山 小 学 校 安 庭 裕 太  算 数 

８ 姶 良 市 立 建 昌 小 学 校 出之口  昭  子 生徒指導 

９ 鹿 屋 市 立 花 岡 中 学 校 坂 本 多 恵  音 楽 

１０ 出 水 市 立 米 ノ 津 中 学 校 新 町 義 樹 
特別支援 

教育(技術) 

１１ 鹿 屋 市 立 吾 平 中 学 校 下 野 哲 生 外国語 

 長期研修者の声 
 他校種の先生方との交流を生かし，自分の

研究テーマのみならず，本県教育について多

くのことを学ぶことができた。この貴重な経

験を，４月からの教育活動に生かしたい。 
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